
　　　　笹一挺一ジメチルアニリンの分解度試験成績報告書

Z　試験期間　 昭和50年2月2」日～昭和’0年5月8日

2試料名　π一N一ジメチルアニリン（試料綴K一／09）

　　分子式　08H“反
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　　　　　　　　　　　　　　回

構造式
ｭ
〕

3　試験方法及び条件

蹴三三1一一一…
　31　試験装置

　　　　酸素消費量自動測定機

　32　酸素消費量測定

　　　　　3／の記録による

　33　生分解試験後の直接定量法

　　（a）　使用分析機器

　　　　　全有機炭素分析計

　　　　　紫外可視自記分光光度計

　　　　　ガスクロマトグラフ　検出器FID
　　　　　　　　　（以下余白次頁に続く）

（b）　分析試料の前処理

試　　　液

・ろ過（3〔｝一4グ

・10倍希釈

一

一｝『 p’　　一

・ろ過（3〔｝一4　ガラスフィルター使用）

．二選膣騨鳳
　　　迦q幽趣璽鼓副．1匝劃

（c）分析条件

　　　全有機炭素分析計（T　O　C計）

　　　　流速TC回路200mlし／min
　　　　濡　　　度　TC炉　　900℃

　　　紫外可視自記分光光度計（吸光光度計）

　　　　波長210n皿～370nm
　　　　スリット幅　 4n皿

　　　　使用セル石英セルン0㎜×／0㎜

　　　ガスクロマトグラフ（αG）検出器FID

　　　　キャリアガス　肛2・

　　　　充てん剤20％PEσ一20M／クロモソルブW

　　　　ガラスカラム　2㎜φ×／m

　　　　カラム温度　！¢5’℃

　　　　　　　　（以下余白次頁に続く）



斐　試験結果

r

分解度（％） 付　　　　図 付

酸素消費量による結果 ∠9 ！

TOC計による結果　　　　　　　一 1．2．3 ．2

「

吸光光度計による結果 ※（一） 3

GCによる結果 0 ¢

　　　　※　負の値を得たので（一）とした。

よ　その他　〔図一’参照）

　　　K－109は揮散性があり残留塞が約∫0％前後であるがこれ

　　は培養ビンのふたに接続しているゴム管を通して揮散したもの

　　と思われる。な寿、密栓の場合はほとんど揮散しない事がわか

　　つた。
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